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大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

 
 
 
 
 

皐
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン 

皆
様
こ
ん
に
ち
は 

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

本
日
は
皐
月
月
次
祭
に
皆
様
と

ご
一
緒
に
参
拝
さ
せ
て
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

四
月
二
十
七
日
は
誠
心
会
が
綾

部
で
献
労
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

献
労
を
さ
せ
て
頂
い
た
場
所
で

す
が
、
今
回
は
み
ろ
く
大
祭
の
参

拝
者
に
綾
機
平
か
ら
長
生
殿
本
宮

山
を
見
て
頂
く
た
め
に
、
見
学
者

の
方
々
が
安
心
し
て
歩
け
る
よ
う

に
敷
地
の
凸
凹
を
慣
ら
し
た
り
大

き
な
石
を
取
り
除
い
た
り
、
ま
た

慣
ら
し
た
処
は
転
圧
機
で
地
を
固

め
人
工
芝
を
張
る
作
業
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。 

翌
日
は
本
部
職
員
の
方
々
が
弥

仙
山
祭
典
に
行
か
れ
る
た
め
献
労

組
も
全
員
が
弥
仙
山
に
登
拝
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

五
月
四
日
教
主
生
誕
祭
が
あ
り
、

午
後
か
ら
の
全
国
愛
善
歌
奉
納
大

会
に
は
全
国
か
ら
三
十
九
チ
ー
ム

が
熱
唱
さ
れ
名
古
屋
分
苑
は
基
本

宣
伝
歌
を
奉
納
い
た
し
ま
し
た
。 

五
日
み
ろ
く
大
祭
祭
典
後
に
節

分
人
型
功
労
者
表
彰
が
あ
り
、
名

古
屋
分
苑
の
表
彰
者
の
記
念
品
は

預
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
挨
拶
の

終
了
後
に
は
表
彰
式
を
行
わ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

今
月
二
十
六
日
に
は
、
東
海
教

区
青
松
会
錬
成
道
場
を
名
古
屋
分

苑
を
会
場
に
、
前
田
特
派
を
講
師

に
開
催
い
た
し
ま
す
。
直
心
会
の

方
達
に
は
昼
食
の
お
世
話
に
な
り

ま
す
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

六
月
に
入
る
と
皆
神
山
記
念
祭

典
が
十
五
日
教
主
様
を
お
迎
え
し

て
歓
迎
会
、
翌
日
は
教
主
様
ご
臨

席
、
斎
主
成
尾
祭
務
部
長
、
祭
員

は
東
海
教
区
、
伶
人
も
同
じ
く
東

海
教
区
の
方
達
で
執
行
さ
れ
ま
す
。 

団
体
バ
ス
は
期
日
が
無
く
乗
車

人
数
が
少
な
く
既
に
お
断
り
し
ま

し
た
。 

自
家
用
車
で
参
拝
さ
れ
る
方
で

外
の
施
設
で
泊
ま
ら
れ
る
は
、
直

会
の
関
係
上
人
数
の
報
告
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

六
月
二
十
三
日
は
、
名
古
屋
分

苑
、
水
無
月
月
次
祭
の
後
で
総
代

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
各
分

所
・
支
部
の
役
員
改
選
と
分
苑
総

代
会
の
役
員
改
選
が
進
ん
で
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
決
ま
り
次
第

分
苑
に
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
総
代
会
の
定
数
は
変
更
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
各
総
代
会
の
案
内
は

棚
に
入
れ
て
あ
り
ま
す
。 

三
十
日
日
曜
日
に
は
、
教
本
認

定
一
級
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
今
年
の
四
月
か
ら
教
本
講
習

会
の
日
程
は
一
日
だ
け
で
今
回
の

教
本
は
中
級
で
使
用
し
た
本
で
行

い
ま
す
。
す
で
に
東
海
教
区
の
方

達
に
は
ご
案
内
い
た
し
て
い
ま
す

が
一
級
で
は
講
話
実
習
と
し
て
五

分
間
の
ス
ピ
ー
チ
が
必
須
で
す
。

事
前
に
人
生
の
目
的
・
霊
界
に
つ

い
て
の
何
方
か
を
構
想
し
て
頂
き

ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

み
ろ
く
大
祭
の
教
主
様
ご
挨
拶

の
な
か
で
綾
機
神
社
の
造
営
ま
た

香
良
洲
神
社
と
の
ご
関
係
が
深
く

よ
り
親
密
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

お
述
べ
ら
れ
、
石
碑
建
立
も
は
っ

き
り
お
述
べ
に
な
り
ま
し
た
。 

石
碑
建
立
の
献
金
は
六
月
の
月

次
祭
で
一
応
打
ち
切
り
い
た
し
ま

す
が
、
皆
様
の
真
心
で
名
古
屋
分

苑
の
割
り
当
て
額
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

本
日
の
参
拝
誠

に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ

ン 行
事
報
告 

●
月
始
祭 

 
 

五
月
四
日
（
土
） 

参
拝
者 

九
名 

 

斎
主 

 
 

妹
尾 

正
治 

祭
員 

 
 

畠
山 

亜
美 

進
行 

 
 

天
野 

芳
幸 

●
月
次
祭 

五
月
十
九
日
（
日
） 

 

参
拝
者 

二
十
五
名 

斎
主 

 
 

飯
田 

和
彦 

祭
員 

 
 

妹
尾 

正
治 

祭
員 

 
 

影
近 

博
己 

祭
員 

 
 

畠
山 

 

茂 

裏
方 

 
 

伊
藤
久
仁
男 

典
礼
長 

 

鈴
木 

克
彦 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

長
谷
川
美
枝 

伶
人 

 
 

澤
田 

 

淳 

伶
人 

 
 

佐
古 

美
鈴 

進
行 

 
 

青
山 

将
士 

●
誠
心
会
聖
地
献
労
奉
仕 

名
古
屋
分
苑
誠
心
会
は
四
月
二

十
七
日(

土)

綾
部
献
労
奉
仕
、
翌

二
十
八
日(

日)

弥
仙
山
参
拝
を
行

い
ま
し
た
。 

初
日
は
午
後
か
ら
綾
機
平
に
集

合
し
て
、
み
ろ
く
大
祭
時
に
行
わ

れ
る
「
綾
機
平
見
学
会
」
の
為
の

歩
行
者
通
路
の
凸
凹
を
平
ら
に
整

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 

 

と
こ
ろ 

と
は
い 

す
で 
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地
し
て
、
そ
の
上
に
人
工
芝
を
三

メ
ー
ト
ル
幅
の
百
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
の
長
さ
で
敷
き
詰
め
る
作
業
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
少
し
汗
を
か
き
な
が
ら
の

作
業
で
し
た
。 

翌
二
十
八
日
は
弥
仙
山
参
拝
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
生
殿
前
か
ら
参
加
者
一
同
、
天

津
祝
詞
奏
上
後
、
八
時
三
十
分
出

発
の
バ
ス
二
台
に
て
弥
仙
山
・
金

峰
山
神
社
祭
典
参
拝
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
ふ
も
と
の
水
分
（
み
く

ま
り
）
神
社
到
着
後
、
約
二
時
間

か
け
て
頂
上
の
金
峰
山
神
社
へ
到

着
、
十
一
時
か
ら
祭
典
が
行
わ
れ
、

石
原
松
生
さ
ん
が
参
拝
者
代
表
で 

玉
串
奉
奠
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 

引
き
続
き
、
中
の
宮
神
社
礼
拝
、 

水
分
神
社
礼
拝
後
、
直
会
、
最
後 

に
於
与
岐
八
幡
宮
礼
拝
後
、
甘
酒 

の
接
待
を
受
け
、
休
憩
後
梅
松
苑 

へ
出
発
。
十
五
時
四
十
分
頃
無
事 

到
着
し
、
お
礼
拝
後
解
散
し
ま
し 

た
。 今

回
は
初
め
て
の
綾
機
平
献
労 

と
誠
心
会
員
揃
っ
て
の
弥
仙
山
参

拝
と
大
変
神
徳(

お
か
げ)

を
頂
い

た
二
日
間
で
し
た
。 

 

参
加
者
五
名 

 

畠
山
茂 

報
告 

●
直
心
会
聖
地
献
労
奉
仕 

五
月
十
八
日
土
曜
、
献
労
に
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

長
生
殿
の
裏
の
草
取
り
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
綾
部
の
天
候
は
晴
天
、

最
高
気
温
二
十
九
度
と
い
う
こ
と

で
、
コ
ウ
モ
リ
傘
を
一
本
ず
つ
受

け
取
り
、
傘
を
さ
し
な
が
ら
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
。 

暑
さ
と
戦
い
な
が
ら
の
献
労
で

し
た
が
、
鳥
取
本
苑
の
方
々
と
の

な
ご
や
か
な
交
流
も
あ
り
、
美
し

く
な
っ
た
草
取
り
の
後
を
見
て
、

何
と
も
清
々
し
く
、
あ
り
が
た
い

気
持
ち
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

参
加
者 

五
名 

 

 

森 

悦
子 

 
 

加
藤
登
茂
栄 

高
嶋
フ
ミ
子 
 

國
方 

智
世 

報
告 

堀 
 

和
子 

直
心
会 

バ
ザ
ー
の
お
願
い 

今
年
も
八
月
六
日
～
七
日
に
か

け
て
瑞
生
大
祭
、
献
金
バ
ザ
ー
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
バ
ザ
ー
用
品

の
提
供
を
頂
き
た
く
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

尚
、
カ
ン
パ
の
ご
協
力
も
受
付

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

☆
お
持
ち
い
た
だ
く
期
間
・
場
所 

 
六
月
月
始
祭
～
七
月
月
次
祭 

の
十
時
ま
で
に
多
目
的
室
へ 

☆
分
苑
で
の
開
催
日 

七
月
月
次
祭
後
、
多
目
的
室 

 

忍
び
草 

若
葉
支
部 

太
田
照
子 
毘
女 

享
年 

七
十
七
歳 

令
和
六
年
五
月
五
日 

帰
幽 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 

行
事
予
定 

六
月
十
五
・
十
六
日
（
土
・
日
） 

皆
神
山
記
念
祭
典
（
長
野
） 

 

六
月
二
十
三
日
（
日
） 

 
 

 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

六
月
三
十
日
（
日
） 

 

教
本
一
級
認
定
講
習
会 

七
月
六
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

じ
い
じ
の
道
草
雑
話
【
さ
く
ら
】 

 
 
 
 
 
 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

 

愛
知
県
の
桜
の
開
花
は
平
年
に

比
べ
て
五
日
ほ
ど
遅
か
っ
た
よ
う

で
す
。 

『
梅
は
咲
い
た
か
桜
は
ま
だ
か
い

な
』
と
日
本
全
国
、
海
外
の
観
光

客
か
ら
も
待
ち
に
待
っ
た
桜
前
線

の
到
来
で
し
た
。 

寒
く
て
暗
い
冬
が
明
け
、
草
木

は
芽
生
え
入
学
式
入
社
式
と
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
ピ
ン
ク
一
色
に
着

飾
っ
た
桜
が
祝
っ
て
い
る
様
で
す
。 

し
か
し
じ
い
じ
に
は
、
こ
の
時
期

に
な
る
と
素
直
に
喜
べ
な
い
寂
し

い
・
悲
し
い
二
つ
の
記
憶
が
よ
み

が
え
っ
て
き
ま
す
。 

じ
い
じ
が
ま
だ
青
年
の
頃
で
し

た
、
当
時
は
仲
間
と
酒
を
飲
ん
で

盛
り
上
が
る
と
肩
を
組
ん
で
「
同

期
の
桜
」
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。 

家
で
『
咲
い
た
花
な
ら
散
る
の
は

覚
悟
』
と
口
ず
さ
ん
で
い
る
と
、

普
段
怒
っ
た
顔
を
見
せ
な
い
父
親

に
『
そ
ん
な
歌
を
歌
う
ん
じ
ゃ
な

い
！
』
と
烈
火
の
ご
と
く
叱
ら
れ

ま
し
た
。 

今
思
う
と
こ
の
時
、
父
親
の
脳

裏
に
は
戦
争
の
悲
惨
さ
と
亡
く
し

た
戦
友
の
顔
が
浮
ん
で
い
た
に
違

い
な
い
、
戦
争
が
何
か
も
知
ら
な

い
若
造
が
軽
々
し
く
こ
の
歌
を
口

ず
さ
ん
だ
事
を
今
で
も
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。 

も
う
一
つ
の
記
憶
は
十
年
前
の

五
月
頃
だ
と
思
う
、
兄
が
肝
臓
が

ん
で
日
赤
病
院
に
入
院
し
て
い
た

の
で
見
舞
い
に
行
き
ま
し
た
。 

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い
た
兄

が
弱
々
し
く
起
き
上
が
り
『
正
治

は
Ｃ
型
肝
炎
が
治
っ
て
よ
か
っ
た

な
、
俺
は
来
年
の
桜
は
見
れ
な
い

か
も
』
そ
の
言
葉
は
私
が
聞
い
た

最
後
の
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。 

桜
だ
け
が
花
で
は
な
い
。
四
季

折
々
に
美
し
く
咲
い
て
く
れ
る

花
々
に
『
今
年
も
咲
い
て
く
れ
て

有
難
う
』
と
感
謝
の
心
で
日
々
生

き
て
い
こ
う
と
思
う
。 


